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本書の使い方

：そのテー
マが、管理栄養士
国家試験出題基準
（ガイドライン）
のどこに該当する
かを明記していま
す。国試の問題は
概ね出題基準の順
番に沿って出題さ
れます。

：その
テーマにおいて必
ず理解・暗記して
欲しいポイントを
明記しています。
また、国試でよく
問われる知識や問
われ方についての
情報も掲載してい
ます。
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糖尿病4
9　栄養障害と代謝疾患―C　肥満と代謝疾患―b　糖尿病出題GL

・�慢性的な高血糖状態は、網膜症、腎症、神経障害の細小血管症
および全身の動脈硬化症を引き起こす。

・�国試では 1型糖尿病と 2型糖尿病の違いや糖尿病の薬物療法が
頻出である。
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官との間の情報伝達を行う。

�末梢神経は、働きにより体性神経系と生命の恒常性を維持する

（�　　　　　　）系に大別される。

�体性神経系は、感覚器から中枢神経系に情報を伝える（�　　　　）神
経と中枢神経系から骨格筋に情報を伝える（�　　　　）神経に大別さ
れる。

�自律神経系は、循環・消化・体温などを調整する（�　　　　）神経と
（�　　　　　）神経があり、両者は正反対に作用する。

・�末梢神経は 12月 31日の大晦日　と覚えよう！
� 12 対� 31 対
� （脳神経）�（脊髄神経）
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・Q 1 ：摂食中枢は、中脳にある。
・Q 2 ：迷走神経の興奮により、胃酸分泌が抑制される。
・Q 3 ：休息時には、副交感神経が優位となる。

正誤を考えよう！か か

交感神経 副交感神経

神経伝達物質

神経節前線維

→神経節後線維
（ a　　　　　　　　　　　）

神経節後線維

→器官
（ b　　　　　　　　��　�）
（汗腺のみ c） （ c　　　　　　　　　）

循環器 心拍数・血圧 （ d　　　　　　　　） （ e　　　　　　　）

消化器
小腸の蠕動運動 （ f 　　　　　　　　） （ g　　　　　　　）

唾液・胃酸分泌 （ h　　　　　　　　） （ i 　　　　　　　）

呼吸器 気管支 （ j 　　　　　　　　） （ k 　　　　　　　）

感覚器
皮膚からの発汗 （　　　　　　　　　） ─

目の瞳孔 （　　　　　　　　　） （ 　　　　　　　）
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そのテーマで取り上げる概念やメカニズムなどをイメージ
しやすいようイラストで表現しています。イラストにある
空欄に適切な語句を書き込んで、流れや位置関係などと合
わせて理解しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　：各テーマの最後には、
テーマ内の知識を確認できる国試の類題を用意しまし
た。問題の文章が正しいか誤っているか、誤っている
ならどこが誤っているかを考えましょう。

Watchan アドバ
イス：国試対策に
詳しいWatchan
が、暗記しやすい
ゴロや理解しやす
い考え方を教えて
くれます。

マーク：過去 10年分
の国試で出題された知識
について、 の数で出題
頻度を示しています。

：4回以上出題
：2〜 3回出題

：1回出題

国試で問われる知識が理解できるよう、短い文章でまとめて
います。重要な語句を空欄にしているので、適切な語句を書
き込みましょう。また、（　）内にあらかじめ語句を記載し
ている箇所がありますので、適切な語句を選んで○をつけま
しょう。正答は巻末の「正答一覧」に掲載しています。

学習するテーマ名です。
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本書を使った学習方法

STEP ❷  選んだテーマの空欄を記入していきましょう。

STEP ❸  「正誤を考えよう！」に挑戦しましょう。

STEP ❹  先に選んだテーマに関連するテーマに取り組みましょう。
例えば 1章の「7脂質の構造と機能」や「8脂質の代謝」の次に、3章
の「6脂質の体内代謝」に取り組むなど、記憶が残っているうちに関
連する知識を連続して反復的に学ぶことで、より深く理解でき、知
識の定着を図ることができます。

これから国試対策を	 	
はじめる方には

STEP ❶  自分の興味のあるテーマ
を見つけましょう。

国試対策はもちろん、管理栄養士に
求められる知識に自信がなかった
り、なにから学習をはじめればよい
かわからない場合は、まずは自分の
興味のあるテーマから取組みましょ
う。他の科目での理解の前提となる
解剖生理学や栄養素から学びはじめ
るのがおすすめです。

1. すでに国試対策を	 	
はじめている方には

STEP ❶「正誤を考えよう！」を解
いて自分の苦手なテーマを見つけま
しょう。
各テーマの冒頭にある「TOPICS」
を読んでピンとこなかったり、各
テーマの最後にある「正誤を考えよ
う！」を解いてみてわからなかった
りした場合、それがあなたの苦手
テーマと考えられます。模擬試験
「かんもし」で得点できなかった問
題も、あなたの苦手なテーマです。

2.

・空欄に赤ペンで記入した後、赤シートで記入した空欄を隠せば、繰り返し学習できます。
　※本書に赤シートは附属しておりません。
・空欄への解答をノートに記入して何度も書き直すのもおすすめです。


